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                               ２０１５年５月 

 
 

 

 

 

 

 

広報の学校 

共同ＰＲ㈱スクール・セミナー事業部 

 

ソーシャルメディアの進化や、携帯端末（スマートフォンやタブレット）の普及により、企業の

評判や印象が、あっという間に世界に広がる時代になりました。 

特に近年では、広報発信の正式なリリースだけではなく、従業員やスタッフのソーシャルメ

ディア上での発言や発信からトラブルが発生するケースも多発し、企業広報は攻め、守りの

両面で新たなコミュニケーション能力が求められています。 

このように広報担当者の責任と業務範囲が拡大する一方で、継続安定的に発展するブラ

ンド形成に寄与するためには、ほとんどの企業が組織全体での対応が追い付いていないの

が実情です。 

 

本セミナーは、単なるツールや事例の紹介に終始せず、オンライン・コミュニケーションに

おけるこの２０年の世の中の変化から現状、そして今後のチャンス、社内組織体制のあり方、

プロジェクトやメディアの運営方法、ガイドラインと社員教育に至るまでを網羅し、具体的な事

例を交え、丁寧に解説していきます。 

ソーシャルメディアを活用したセールス・マーケティング、ブランド、社会的責任、採用、社内

広報、ＩＲ、危機管理など、企業価値向上のためのコミュニケーションを考える際の実践的な

方策を提示します。 

 

☑20 以上の図解、70 以上の事例、ワークショップを交えた 1 日集中講座 

具体的事例やデータを豊富に使い、直感的に分かりやすい 1 日講座です。国内企業のみ

ならず米国をはじめとする海外の先端事例も交えた講義です。 

講師は広告代理店やＷＥＢ制作会社出身者ではなく企業広報出身者です。組織事情の観

点から企画、運営管理面を含めたアドバイスを交えて講義します。 

 

☑こんな方に最適 

☑他社にくらべて経験や知識に後れを取っていると感じる 

☑ＳＮＳ運用の目的が不明瞭で、現状でよいのか分からない 

☑担当に任命されたが、体系的に学んだことがない 

☑分からないことが出るたびにシステム担当者に聞く必要がある 

☑忙しくて、書籍で学習したり、勉強会に何度も出る時間がない 

 

『広報の学校』 

20 以上の図解、70 以上の事例を交えた 1 日集中講座 

「企業広報とソーシャルメディア」講座のご案内 
《６月２６日（金）》 
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＜企業広報とソーシャルメディア・カリキュラム＞ 

 

２０１５年６月２６日（金） 
 

Time lap テーマ 研修内容 

10：00 60 
１．インターネットの普及と企業コミュニケ

ーション活動の変化 

・オンラインメディア発展の経緯と現状 

・オンラインメディアによる企業コミュニケーション

の変化 

・対応力を問われる企業広報 

11：00 10 Break  

11：10 50 ２．ソーシャルメディアとは 
・ソーシャルメディアの発展とその正体 

・ソーシャルメディアの影響力 

12：00 60 Lunch Break  

13：00 60 ３．企業のソーシャルメディア活用事例 

・マーケティング 

・ニュースリリースとメディアリレーション 

・ＣＳＲ 

14：00 10 Break  

14：10 50 ４．企業のソーシャルメディア活用事例 

・人事、採用 

・社内コミュニケーション 

・危機管理広報 

15：00 15 Break  

15：15 60 ５．ソーシャルメディア活用のポイント 
・社内の体制作り 

・ソーシャルメディアポリシーとトレーニング 

16：15 05 Break  

16：20 50 ５．ソーシャルメディア活用のポイント 
・担当者としての習熟方法 

・実例から見る戦略立案（ワークショップ） 

17：10 20 質疑応答  

 

講師からのメッセージ：「情報発信からエンゲージ（関係構築）のためのソーシャルメディアへ」 

企業のソーシャルメディア活用は、まだまだマーケティングや広告宣伝の活用が主流で、広報

ツールとしては「情報発信の鼻緒」についた程度です。企業ソーシャルメディアの本当の魅力は、

会社本来の価値を伝え、共感や信頼を生み、社会からのメッセージ（進言・助言・苦言）を受け取

り、社内外との関係構築を強固なものにできる点にあります。 

受講された方が、翌日から自信をもってソーシャルメディア活用法を身に着けていただけるよ

う、分かりやすく実践的な 1 日集中講座にいたします。ぜひご参加ください。 

 

講師：クロスメディア・コミュニケーションズ㈱ 代表取締役 雨宮 和弘 

日本テキサス・インスツルメンツ、インテルジャパンにて企業広報、ウェブマネージ

ャー。1997 年 独立し雨宮和弘事務所設立。 

1998 年 クロスメディア・コミュニケーションズ株式会社を設立し現在に至る。オン

ラインメディア活用の経験は古く、数多くの実践経験を持ちコーポレート・コミュニ

ケーションのプロとして企業のオンラインメディア活用をサポートする。 

日本広報学会 理事。ＩＡＢＣ(International Association of business 

communicators)日本代表。自社ホームページ（ http://www.crossmedia.co.jp/） 
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『企業広報とソーシャルメディア』実施概要 
 

■対象者： 企業コミュニケーションに携わる広報責任者・担当者 

企業ウェブサイト管理者（責任者・担当者） 

    キャリアプランにウェブ管理を考えている方 

■本講座の特色 

１．実例を用いた分かりやすいケーススタディ 

２．実践的な知識・スキルの習得 

３．受講者参加型の研修 

４．すぐに現場で応用可能 

 

■日 時：    ２０１５年６月２６日（金）  AM１０：００～PM５：３０ 

■講座概要：  詳細はカリキュラムを参照ください。 

■講 師：    雨宮 和弘  

クロスメディア・コミュニケーションズ株式会社代表取締役 

■会 場：    『広報の学校』教室 （共同ＰＲ株式会社 研修室） 

        東京都中央区銀座７－２－２２ DOWA ビル ３F   

℡．03－3571－5159 

 ■定 員：    ３５名 

 ■受講料：    ３万円（消費税、昼食、レジメ・資料代含む） 

 ■申し込み：   受講申込書に記入の上、FAX 下さい。 

 ■FAX 送付先： 03－3571－5183 『企業広報とソーシャルメディア』係 

 ■締切り：    ６月２４日（水） 

       申し込み順、定員になり次第締切りとさせていただきます。 

 ■受講料支払い： 下記の口座にお振込み下さい。 

三菱東京ＵＦＪ銀行 銀座通支店 共同ピーアール株式会社 

     普通口座 ０６５６２２４ 

 

 ※請求書が必要の方は申込書にご記入下さい。 

※受講料の払い戻しは応じかねますのでご了承ください。 

 ※申し込みされた方が都合で参加できない際の代理出席は可能です。 

 ※参加者が少数の場合、実施しないこともございます。（受講料は返金いたします） 

※キャンセルは前日までに必ずご連絡ください。 

 

 

〒104 東京都中央区銀座７－２－２２ DOWA ビル 

   広報の学校（共同ＰＲ株式会社） 浅沼、小松 

     TEL．０３－３５７１－５１５９ 

     FAX．０３－３５７１－５１８３ 

 



 4

FAX．03-3571-5183 
※キャンセルは前日までに必ずご連絡ください。 

 

『企業広報とソーシャルメディア』申込書 

 ■ 実施日時＝2015 年６月２６日（金） AM１０：００～PM ５：３０ 

 ■ 会  場＝共同ＰＲ株式会社 研修室  

東京都中央区銀座 7-2-22   DOWA ﾋﾞﾙ３F 

TEL:０３－３５７１－５１５９ 

 

2015 年 月  日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

                                               

  

  

 

 

●参加お申込みはＦＡＸでお願いいたします。 

  ＦＡＸ送付先 ０３－３５７１－５１８３ 

  広報の学校事務局 共同ＰＲ㈱スクール・セミナー事業部 

『企業広報とソーシャルメディア』係 

 

●お申し込みされたご本人が参加できない場合の代理参加は可能です。 

 

 ●受講証を参加者宛にご送付いたします。 

御社名                  電 話 

 

御住所 〒     ＦＡＸ 

 

      Ｅメール 

 

御名前      部署・役職名 

 

請求書   要（  ） 不要（  ） 請求書宛先 

 

備考欄 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


